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ら、CNT の可溶化は機能化と結びつくためである。これまでに、i) SWNT 末端やサイ
ドウォールカルボン酸への化学修飾、ii) SWNT サイドウォールへ直接置換基を導入す
る、iii) 多核芳香族分子のπ-π相互作用、iv) ポリマーラッピング、さらには v) 1本鎖お








媒 性 化 合 物 trimethyl-(2-oxo-2-phenyl-ethyl)-ammonium bromide (1) 、 
trimethyl-(2-naphthalen-2-yl-2-oxo-ethyl)-ammonium bromide (2) 、 





















第 3 章 で は 多 核 芳 香 族 両 親 媒 性 化 合 物
trimethyl-[10-(anthracen-9-ylmethoxycarbonyl)-decyl]-ammonium bromide (5)および
trimethyl-[11-(5-pyren-1-yl-pentanoyloxy)-undecyl]-ammonium bromide (6)を用いた
SWNTのカイラルセパレーションについて述べる。ピレンおよびアントラセン基にアル
キル長鎖を導入し、界面活性能を持たせナノチューブの分散状態を市販の界面活性剤と
比較・検討した。さらに、これらの溶液に近赤外蛍光分光法を適用し SWNT のカイラ
リティ分布を測定した。また、ナフタレンおよびアントラセン基を含むポリマーにも本
手法を適用し比較・検討した。 
第 4章では、本論文を総括し、本研究全般について考察した。 
 
 
 
